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 cossin a より、 tana であるから 
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1cossin 22   に代入して 
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(1) 
nna 2)(  とする。数学的帰納法により示す。 

1n のとき 2)1( a  8132  は、 823  で割り切れるが、 1624  では割り切れないから、成立。 

kn  のとき lkka 2)( 213  と仮定する。 l は正の奇数とする。 

このとき )12(2)22(2)13)(13(1313 1322)()()(2)1(   llll kkkkkakakaka  

12, 1  ll k は正の奇数であるから、 13 )1( ka は、 32 k で割り切れるが、 42 k では割り切れない。 

したがって、 1 kn でも成立。以上により示された。(証明終) 

 

(2) 

pm n2 とする。 nは自然数であり、 p は正の奇数である。 

)133)(13(1313 )()1)(()()(   napnanapnam   

ここで、 )(3 na は奇数であり、 )10(3 )( pqqna ≦≦ は奇数である。 

133 )()1)((  napna  は p 個の奇数の和であり、奇数である。 

したがって、 13 m が m2 で割り切れるとき、 13 )( na が m2 で割り切れる。 

 

(1)より、 2nm≦ であるから 22  npm n ≦  
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1 b 、 12 b であり、 3≧n のとき 1
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≦nb であるから、 2,1n のとき、①を満たす正の奇数 1p が存在 

し、 3≧n のとき①を満たす正の奇数 p は存在しない。 

 

以上により、 )1,2(),1,1(),( pn に限られる。すなわち、 2m か 4m である。(証明終) 


